mHeER

1 HRAICKT SEFREDEORMRE &

PHIC FREFEHROBIET. ¥ 001 215 11 BlcempoBENRY IR
BEODBEHICHY UEEEETRIC, 2024 £ 4 BXET)
ERAOEOAME (—HRER) ORI, 50351 BIC 202 £ 9 BkE TR

73‘\%@3“2“& N > 20242 9 B 26 BIIC 2024 5 12 AKRE CHEE
FIRIFTFGRCORARETETHCNSe - 9001 22 12 [ 25 Al 2025 & 6 Ak TIER

22U CNETHRAEDSTZUIC
ERINTERZFENS D,

(BZER) BHE)—TJL vk TRREIAZEDRTRICK Y ERKREE TOTILVWAREIC
RUEKT] -+ - 3R=Y

2 RIRAEICXT SEN S DI

WAB IO T 2RORBRFRZET O CERERER (AT, BR) cRASEHEERLE
EE (LT RESHEER) (DU T ENSHMBXENRESNTVND, HEEDORN
BRIRELDIITIEMED B,

HBREEONE =
e BIATED S 2| R EIRS BN RN 3 %L
EEL—E | o BRSO RN 3 % LD,
@ | iz RIFREHD8 ~108 | cecnam a1 a &5 cm
O | BEEE | aReED 108 | BEAL

(ZEZEN) 2EEREERTER () RRUVEREBRARREER &) RLECICRES
wEERLGECSEHREREE Q025F3/817H) - « -4R=Y

D6 FRESHFEMEICOVWTIE, UTOLD ICHEZENMTNON TSR, 6. BHE
(& 2025 F£T7~9AXRICEALTE., @ NMBEI—IVEHTT] UMEIERZITD C & &8
LTWs,

2024 F1 ~12 B9 Q MFPHEE] ICXYENLEZMESHE.
2025 F1~6 B9 Q@ NEFEI—IVEHTE) (LY BRI




3 HRAFKEXTORIL3EDOXIH

Efk - REASHEERICOVT, RAFKEX CIIEN RIFEEDEEERIBY D565
BOMBXEN 2012 F 9 RETERINL, BORKHBENRKRT UIZRE. BRIETEH
2 %M. EFETIEN 10 FR-ICHZ> TRIFZERL TLV,

- 2013 F 3 ARTRT
=R - 2014 F 4 B &Y. FRRTET. RREFIRE EXR TRIFHERH
- BRUZRBRIE 2016 £ 3 AR THRT

- 2021 5 3 AR CIERBRIERR R LI SRR T
- 2021 F 12 AR CERMIFRGHEFE RIRIR T

BER - EEEPIFLIAME 2012 F£ 9 AR TR T




[SH 6 FREZLEME | OBKEDHA @ JEI%.-.@]_%
-

elRSEBAEnIERIcL Y.

TM6EFE12AH2508KR

ERRENEASFcoZIhWVDPARLYET

[EERBRDEO SIBON ERIRDFIARHC RS RIREALBAZ I RE]
(1) - (2) OMAGICEXEHTSH

(1) XERBEDOERHTHHNO—EOHHEIHOERDS T, IRD
FRIREFICHATNTVSS

REL s ACTITIN

FRM. CEM. M, @WEH, BT, mEW, PEH, MES T, BT, fERT. EIBHET,
RET, BHET, EEEOKET, hEeZE. JUKE. seEH. RIIRRYEHEERLEES. 2ERE
RERERS BaHAIR)

(EELSMZ, —HOREMES - EREEICOVTHRRINEBANHY ET, BEREMAAICSHVADE LI, )

(2) ROO~BODWVWINMCZZTES
O EROLFE, 238 KERKXFCNCETDHKESNES
@ FoEEFENRE LXEEBLEBHFEEADNS

® Z DITHDFHETHEH

@ Z NEBEREIL, XFKRIESNEE

® Z MEB L. BENASL T
(3252 - FIADFHN]

AR, MY -EXAEEFFOROT, RAILVTET (RIR) SIEAEZERYT
BZLICIDERRROBEASIBPONMEERROFARICOVT, STHAVWNFRELREDET,

X EERDOEOICTOMTHSEL., SHAWI A ELRFEURVWIEIIELTHH 6 F12
BERITLADET, B 7 £ 1 AUREFIFAIELTOYA FHRIREES. QEF (%
%) FIEAEZERERASOEOTIRRIDILT. BT (RER) 2RFDIENTSTFT,

[$5FIDME] S 7 F£6 AXKIT

LEREMREREDSS, BHMHRRICISH 6 F12A31HFTILEHINTVIIET (%
%) EIBAETS. 5I&HkEDHM 7F 6 A30BIT. EAITHIIELN TSI, )

[EB=5R1A])
- LREOEERRR - NERROMAETHNIEL, BNDOEERKEFZZZ. MEY—ERXZFASH
EBEICIZIWERDONSGZEEHY FE A
- BE. AR - AFTRORE - BEELG LISV W EIBENHY FT,
- LERUSNDRIREFIZOVTIE, ERREOZOGECNERROFMAMEIL > TLEEIBEN
HYFITH, —EHREZILOIETFSINLARENHY T, FHEESRERECEHUVEHE <
by,

OsEVEDE
COEAOKEOEKEVCONT, CFAABRRDIHBNE. THADERREICSHVWSDETEL.




B ONET MR 2 NG ABBEH L BTG “Ho6 I G R K HSTEE S HAUNG "HEEH L H0E¥ A& « 63X

SE= CHR HNN LD OREHMONNTZEET SUFE -
SEANEZ=ENIEHC e HEOREHEF SUFE -
SESUBVEUMOYRREORZRBET SUF -

SEACHYRPHNNI LD ORHPHEF SAE -
SR CBRMEYEBLI XN AU UBLMIERS2AE -
(M) ke

SERINFYRIE NTTHZLR R S2AUT -
S&S @I HIV\ (L DQZRPHETSUTE -

SER CBRMEYHEERI NN BB HPETS2AUE -
xSEANBYMS S FAUDRIRNHFT EFTOEY -

]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
i
H SLNELUY KN N\ BREHIIE ST -
]
]
]
]
]
]
]
]
]
“
! TESE—
-

FERRTOEYE (P 2ATLE=HEE QNS EBIGESSE
NE§HEOBIS KK

HEORSEK -

N —————————————— -

BYHSCPIAEYRSALIAMMEHE

E S

\
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
U

SERIAEZZENNE - THORLPHEFSATE -
SEUN N AEEORLPHEF SAE -
SER CHYRH LW RRFHEFSATE -
SERCYRR=RUREIEFSAE -

(M) ke

SUUNERSERUYENFHEORMPMIIFSATE -
SERANGEN ST AERY TEYVOHFEOREBEIF S AT -
SN ANS P RIEINOUEORHFHEF SAE -
SERACHYR BRI IEFSAUE -
SEANAIMUEEBHEIFR S AT -

ZEIBiE—

HEOREK -~

N ———————— -

RI2e 20T/ 8 OHEL:

(BB O ¥ 2)HHOZ¥E)

‘OP2ATLI=FEEENLES NELIZOT L= FEENLE

= =

|
Th11:% € OEFHHEY - TEIBlE—  B¥:% € ORFHH¥Y - TEIER—

HERBPOREY - TEBIE— O FP2AHFEO (STETARHEY) JEK)

‘/\' l

BYHSPENS AL LS

E S

E S

LZ2YBOTEIBRE—K2) (SEETREHEY) B¥IXNIEH

EZBHONEY - TEBIE— O FP2AHKEO (STETRRHEY) JZEK)

° (STHBGLSIMIR + THEFLEILL) S\ B2 HEf
CEMNERETOEBPNMGEEL2)EO (1) ERIRLYOHOFEE

BT L BRI 0 @Y 2 W 25T O O FRM ORI : T
AR E 3G A E 6 T & BN« €%
S D URTER ) px EMEIEDH D TRIEROSU2 O
BREE /B TS -
cx BT ESRXESSTEES HINS -
BEH/FH0EN & -
S Eidr8 Nk -
MEYYH¥ -
MENCHIN -tk -

O

< ERfdEL >

HEH - B IHEYILLE T LH2NIE OB 0S| 2 FiEE @Rl B S
=0 VET 3 9 RO R 2 £ 21 QBN O P N FREE O WIEEFIRE ¢ 20X

WECR 2 2% (TH% | S%0H L
BB T1% ¢ RSN XTHE R — UM T 2AE3 "2 My 1
°S\1D
URX22C 6 MREZO0T/ S OEBE. G P L THZELES: N K2 SEY
TRIXMEETE B2 xSE N 2UBEHKHSH 2)BEO2> "2)ar O
S RANAZD 2 b B k¥
- TRIBIR—OREH S QU EXEHOEEN QP 2HFO (SEE
TREMEY) B¥E PO P2 FH(FHEASWEHEHSOQONEHEFHIE O

< (N—NOLE) WOSH >

D\NCO)FHERE S ¥ ) B OKEY - TEISIR—O/ENS AR E$EFSUEHTF - ¥XEFEE




	001245120.pdfから挿入したしおり
	表紙・目次
	スライド 1: 全国高齢者医療・国民健康保険主管課（部）長 及び後期高齢者医療広域連合事務局長会議
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

	国民健康保険制度を取り巻く現状
	スライド 7
	スライド 8: 国民健康保険制度の足下の状況①
	スライド 9: 国民健康保険制度の足下の状況②
	スライド 10: 医療費の動向
	スライド 11: 年齢階級別１人当たり医療費、自己負担額及び保険料の比較 （年額、令和４年度実績に基づく推計値）
	スライド 12: 医療費の伸び率の要因分解
	スライド 13: 年齢階層別の人口の増加率
	スライド 14: 制度別の財政の概要（令和４年度）
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 市町村国保の世帯数及び被保険者数の推移
	スライド 20: 市町村国保の医療費及び一人当たり医療費の推移
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26

	近年の動き
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: 国民健康保険（市町村）の財政状況等について
	スライド 32
	スライド 33: 令和７年度 厚生労働省予算案における重点事項
	スライド 34: 令和７年度における「社会保障の充実」（概要）
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55: 全世代型社会保障構築を目指す改革の道筋（改革工程）（国保関連）
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58: 被用者保険の適用拡大の進め方のイメージ
	スライド 59
	スライド 60: 適用範囲のイメージ図（202４年度時点）
	スライド 61: 市町村国保の世帯の状況
	スライド 62

	国保運営方針に基づく取組
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70: 令和７年度納付金算定に向けたスケジュール
	スライド 71
	スライド 72: 保険料水準の統一に向けた課題
	スライド 73: 保険料水準統一加速化プラン（第２版）（概要）
	スライド 74
	スライド 75: 保険料水準統一加速化プロジェクトチーム
	スライド 76: 保険料水準の統一に向けた都道府県ごとの状況
	スライド 77: 平成30年度から令和７年度におけるαの設定状況
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80: 骨太方針
	スライド 81
	スライド 82
	スライド 83: 一人当たりの一般会計からの決算補填等目的の法定外繰入（令和５年度速報値）
	スライド 84
	スライド 85
	スライド 86: 赤字削減・解消計画の策定状況（令和７年１月末時点）
	スライド 87
	スライド 88: 今後の対応（法定外繰入等の解消）
	スライド 89
	スライド 90: 国民健康保険料（税）の負担の変化
	スライド 91: 国民健康保険料（税）の軽減
	スライド 92: 保険料（税）収納率の経年変化
	スライド 93: 保険者規模別保険料(税)収納率の推移（市町村国保）
	スライド 94: 保険料（税）収納対策の実施状況
	スライド 95: 短期被保険者証・資格証明書交付世帯数・割合
	スライド 96: 国民健康保険料（税）収納率向上アドバイザーによる支援
	スライド 97: 今後の対応（収納率の向上）
	スライド 98: 国民健康保険の保険料（税）を滞納している世帯主等に対する措置の取扱いについて　【マイナンバー法等の一部改正法施行後の取扱い】
	スライド 99
	スライド 100: 　第三者行為求償の目的
	スライド 101: 　国民健康保険における第三者求償の取組
	スライド 102: 　第三者求償事務の具体的な課題と対応の概要（令和３年度～）
	スライド 103: 　第三者行為求償事務の取組強化①　（各保険者における取組）
	スライド 104: 　第三者行為求償事務の取組強化② 　（損害保険関係団体との覚書に基づく取組）
	スライド 105: 　第三者行為求償事務の取組強化③　（PDCAサイクルの強化）
	スライド 106
	スライド 107: 　第三者行為求償事務アドバイザーによる支援
	スライド 108:       令和５年改正法の施行：第三者行為求償事務の取組強化 
	スライド 109: 第三者行為事務に係る取組強化について（施行に向けた準備等） 
	スライド 110: 第三者行為事務に係る取組強化について（施行に向けた準備等） 
	スライド 111: ４．都道府県に求められる役割
	スライド 112: ４．都道府県に求められる役割
	スライド 113: 第三者行為求償事務の取組強化（関係機関への資料提供等の要求①）
	スライド 114: 第三者行為求償事務の取組強化（関係機関への資料提供等の要求②）
	スライド 115
	スライド 116: 医療費適正化計画（概要）について
	スライド 117: 第４期医療費適正化計画（2024～2029年度）に向けた見直し
	スライド 118
	スライド 119
	スライド 120: 主な取組例
	スライド 121: 一時負担金の減免等の基準統一（奈良県）
	スライド 122: 高額医療費支給申請手続きの簡素化（愛知県）
	スライド 123: 保険者業務の共同実施（奈良県）
	スライド 124
	スライド 125
	スライド 126
	スライド 127
	スライド 128
	スライド 129

	保険者機能の強化
	スライド 130
	スライド 131: 保険者努力支援制度
	スライド 132
	スライド 133
	スライド 134
	スライド 135
	スライド 136
	スライド 137
	スライド 138
	スライド 139
	スライド 140
	スライド 141
	スライド 142
	スライド 143
	スライド 144
	スライド 145
	スライド 146
	スライド 147
	スライド 148: 糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて
	スライド 149
	スライド 150
	スライド 151
	スライド 152: 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
	スライド 153: 一体的実施の推進に向けた体制整備
	スライド 154
	スライド 155: 後発医薬品使用促進の推移・現状
	スライド 156: 後発医薬品に係る新目標（2029年度）について
	スライド 157: 安定供給の確保を基本として、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ
	スライド 158: バイオ後続品の使用促進のための取組方針
	スライド 159: 保険者別の後発医薬品の使用割合（概要）
	スライド 160
	スライド 161
	スライド 162

	国保のデジタル化
	スライド 163
	スライド 164
	スライド 165
	スライド 166
	スライド 167: マイナ保険証を基本とする仕組みにおける医療機関・薬局での資格確認
	スライド 168: 外来診療等におけるスマホ搭載対応
	スライド 169: 資格確認書の取扱いについて
	スライド 170: マイナ保険証を保有していない方への資格確認書交付のスケジュール
	スライド 171: 資格確認書の交付対象について
	スライド 172: 資格確認書に関する周知 ①（医療機関・薬局＋国民への周知）
	スライド 173: 資格確認書に関する周知 ②（医療機関・薬局＋国民への周知）
	スライド 174
	スライド 175
	スライド 176: オンライン資格確認 マイナ保険証の利用実績 （都道府県別の医療機関・薬局での利用（令和６年１2月））
	スライド 177
	スライド 178: 国保におけるシステム標準化について
	スライド 179: 市町村事務処理システム導入に係る令和６年度特別調整交付金による財政支援について
	スライド 180
	スライド 181: 診療報酬改定DX対応方針
	スライド 182: 診療報酬改定DX対応方針 取組スケジュール
	スライド 183: 規制改革実施計画（令和5年6月16日閣議決定）
	スライド 184: 規制改革実施計画のフォローアップ結果（令和6年5月31日規制改革推進会議）
	スライド 185: 都道府県を跨いだ地単公費の現物給付（併用レセプト請求）について
	スライド 186: 今後のスケジュールについて
	スライド 187: 地単公費の現物給付化と医療費助成のオンライン資格確認・共通算定モジュールとの関係について
	スライド 188: 診療報酬改定ＤＸの取組により新たに実現される姿（イメージ）
	スライド 189: 共通算定モジュールの機能と役割について
	スライド 190: 地方単独医療費等助成事業の現物給付化等に係る全国説明会の開催状況

	国保組合の事務運営
	スライド 191
	スライド 192: 令和７年度予算案（国保組合関係）
	スライド 193
	スライド 194
	スライド 195: 　国保組合の令和７年度所得調査について（案）
	スライド 196
	スライド 197

	国保直営診療施設
	スライド 198
	スライド 199: 国保直営診療施設の概要
	スライド 200
	スライド 201: 国保総合保健施設の概要
	スライド 202: 国保総合保健施設・国保関連施設に対する助成

	その他の留意事項
	スライド 203
	スライド 204
	スライド 205
	スライド 206
	スライド 207
	スライド 208: 東日本大震災における国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・障害福祉サービス等の特別措置 （窓口負担・保険料の減免）
	スライド 209
	スライド 210
	スライド 211
	スライド 212
	スライド 213
	スライド 214
	スライド 215
	スライド 216
	スライド 217
	スライド 218
	スライド 219: 令和６年の地方からの提案等に関する対応方針（１）
	スライド 220: 令和６年の地方からの提案等に関する対応方針（２）
	スライド 221
	スライド 222: こども医療費助成に係る国民健康保険の減額調整措置の廃止
	スライド 223: こどもにとってより良い医療を実現するための方策（概略）
	スライド 224: 国民健康保険の保険者努力支援制度等での対応
	スライド 225: 抗菌薬適正使用の取組
	スライド 226: 令和６年度診療報酬改定での対応
	スライド 227: こども医療費助成の影響に係る分析について
	スライド 228: こども医療費助成制度の与える影響に関する論文の例
	スライド 229: 医療費助成の拡充が受診日数に与える影響について
	スライド 230
	スライド 231
	スライド 232
	スライド 233
	スライド 234
	スライド 235
	スライド 236
	スライド 237
	スライド 238: （参考）国会における議論
	スライド 239
	スライド 240
	スライド 241
	スライド 242
	スライド 243: 国民健康保険料（税）の徴収猶予について
	スライド 244: 国保保険料（税）の徴収業務の流れ
	スライド 245: 差押禁止財産について
	スライド 246: 滞納処分の停止について
	スライド 247: 換価の猶予について
	スライド 248
	スライド 249
	スライド 250
	スライド 251
	スライド 252
	スライド 253
	スライド 254: 補助金申請事務等の適正化について①
	スライド 255



